
観光農業
　　　　　　　　　【資料２】

≪H23.8月≫
林業 水産業 商工業

仁淀川地域の目指すべき姿（産業振興の方向性）

農業分野・・・立地条件を活かし、野菜、花き、果樹等の施設園芸を主体とした基幹品目の振興を

はじめ、高糖度トマトの生産・出荷体制の強化を図る。また、「仁淀川流域茶」の販売

の拡大や、ミシマサイコ、サンショウ等の薬用作物の生産の拡大、土佐文旦と新高梨

の新たな販路の開拓や加工品の開発などに取り組む。

林業分野・・・「森の工場」を核にして事業体や担い手の育成に取り組み、間伐の面的な拡大と素材

の増産を図る。併せて、加工・流通体制を整備し、ニーズに対応した製品づくりや流通

コストの低減などに取り組み、林業・木材産業の再生を図る。また、シキミ・サカキなど

の特用林産物の生産・販売の拡大に向けた取組を進める。

水産業分野・・・「宇佐のうるめ」を活用した新たな加工品の開発や生鮮品の販路の開拓などによる

消費の拡大や、地域限定の名物食として、観光分野と連携したＰＲ活動を行うなど、

ブランド化に取り組む。

商 業分 商 会等と 連携 る商店街 活性 地域資 を活 た特産 新 紙

7.本川キジの販路確保と新たな商品開発【いの町】

取組の内容

主な成果

1.地域の基幹品目及び推進品目等の産地の維持・発展【土佐市、いの町】

取組の内容 今後の方向性

主な成果

地域アクションプラン ～取り組みの成果と今後の方向性～ 【仁淀川ブロック】

食品加工

14.間伐の推進【仁淀川地域全域】

取組の内容

今後の方向性

主な成果

「森の工場」を核にして、林業事業体や担い手の

育成などに取り組み、間伐の推進と素材の増産

を図る

森の工場の増加（H20→H22） 6工場

森 場 拡大 る集約化

生産性及び品質の向上を図り、安

全・安心を求める消費者ニーズに

対応した農産物の推進

・販売促進活動による産地PRの実践

・生産技術向上による出荷量の拡大

・ニラの販売額

1.2億円(H19) → 1.9億円（H22）

・生姜の販売額

本川地区の特産である「本川キジ」の販路拡大及び新商品の開

発に取り組み、中山間の産業としての定着

・首都圏をターゲットとした市場調査の実施

・東京都内のレストランとのテスト販売

・商談会への参加

・売上高 ２１年度 ２２年度

6,235千円 → 11,148千円
ブランド化に取り組む。

商工業分野・・・商工会等との連携による商店街の活性化、地域資源を活用した特産品や新しい紙

製品の開発などに取り組む。また、地域の伝統産業である「土佐和紙」については、

販売を促進するため、県外へのＰＲ活動等消費拡大に向けた取組を進める。

観光分野・・・太平洋や仁淀川、四国山地といった恵まれた自然環境や地域資源を活かして、体験

型観光や食観光を推進するとともに、関係機関等と連携して広域的なネットワーク化

を進め、一体的な情報発信など、魅力ある観光地づくりと受入体制の充実を図る。

主な指標及び目標

30.「グリーンパークほどの」の多面的な活用【いの町】

取組の内容

主な成果

今後の方向性

10.薬用作物の産地拡大による所得の向上

【仁淀川町、佐川町、越知町、日高村】

取組の内容 今後の方向性

主な成果

本川キジの販路確保と新たな商品開発

薬用作物の産地の育成

・ミシマサイコ作付面積

38ha（H19）→ 47ha（H22）

・サンショウ作付面積

12ha（H19）→ 59ha（H22）

安定生産と収穫労力の確保

森の工場の拡大による集約化

の促進と生産基盤の整備

1.2億円(H19)  1.9億円（H22）

・生姜の販売額

3.4億円（H19） → 5.6億円（H22）

・土佐文旦の販売額

1.7億円（H19） → 1.8億円（H22） ・顧客ニーズに合った商品作り

・大口顧客の開拓

環境学習施設として、小・中学校の環境教育の場や企

業研修の場としての利用促進

「グリーンパークほどの」の利用者数の増加

・体験プログラム H21 → H22 550名の増加

・宿泊者数 1,455人（H20） → 1,607人（H22）

項　　　　　　　目 計画策定時 目　　　標 現　　　状

ニラの販売額 H19 ： 4億円 H23 ： 5.5億円 H22 ： 5億円

高糖度トマトの販売額 H19 ： 2.9億円 H23 ： 5億円 H22 ： 3.7億円

仁淀川流域茶（仕上げ茶）の販売量 H19 ： 茶全体の7％ H23 ： 茶全体の15％ H22 ： 茶全体の11％

H19 ： ミシマサイコ　　38ha H23 ： ミシマサイコ　　55ha H22 ： ミシマサイコ　　47ha

        サンショウ　　　12ha         サンショウ　　　40ha         サンショウ　　　59ha

木材の素材生産量 H18 ： 6.3万㎡ H23 ： 7.1万㎡ H23(見込み) ： 6.0万㎡

うるめの水揚量 H19 ： 119t H23 ： 150t H22 ： 88t

土佐和紙の販売額 H19 ： 1.6億円 H23 ： 1.6億円 H22 ： 1.2億円

公共関連宿泊施設での宿泊者数 H19 ： 52 ,156人 H23 ： 60,000人 H22 ： 52,902人

薬用作物の作付面積

仁淀川町

越知町

いの町

日高村

9.仁淀川流域茶のブランド化を

主体とした茶の振興

【仁淀川町、越知町、佐川町、日高村、いの町】

・仁淀川流域茶の統一したブランドの確立

・茶を利用した加工品の開発

取組の内容

今後の方向性

生産者のプロモーション能力の向上、マーケティング

主な成果

販促資材の作成、販促イベントへの参加

・仕上茶小売販売額の増加

39百万円（H19） → 65百万円（H22）

・仕上茶 販売量の増加（仕上茶／茶全体）

7%（H19） → 11%（H22）

今後の方向性

11.力強い高糖度トマト産地の確

立【仁淀川町、佐川町、日高村】

取組の内容

主な成果

・トマト選果システムの改修

⇒糖度10度以上のトマト（ブ

ランド化）

取組みの成果と今後の方向性

１．取組の成果

全38プランについて、実行支援チームを組織し、支援、進捗管理を実施

目標の達成は様々であるが、これまでの取組みにより各分野で概ね成果の兆しが見られる状況

【H21年度】

・総合補助金の導入10件、産業振興推進アドバイザーの派遣6件

【H22年度】

・総合補助金の導入（継続事業） ＜4件＞

* 「仁淀川流域茶のブランド化を主体とした茶の振興」、「 力強い高糖度トマト産地の確立」、

「 うるめのブランド化」、「 越知町の総合的な観光推進と地場産品の販売促進」

・総合補助金の導入（新規事業） ＜5件＞

* 「 加工用ワサビの加工」、「 生姜の加工（生姜出荷施設整備事業）」、「 企業進 出による

雇用の増（ペット用木質系排泄物処理剤製造施設整備事業）」、「地域産品を活用した冷菓

等製造施設整備事業」、「仁淀川を活かした体験型観光強化事業」

・総合補助金ステップアップ事業の導入 ＜1件（「さかわの地乳による産業活性化事業」）＞

本川キジの販路確保と新たな商品開発

「グリーンパークほどの」の多面的な活用

越知町の総合的な観光推進

地産外商

食品加工

サンショウ作付面積

12ha（H19）→ 59ha（H22）

＊ サンショウはH23目標の

40ｈａ達成

高糖度トマトの産地間競争力の強化

・体験プログラム H21 → H22 550名の増加

・宿泊者数 1,455人（H20） → 1,607人（H22）

・町内教育機関との具体

的活用策の検討

・企業間交流研修につい

て可能性検討

・体験プログメニューの充実

公共関連宿泊施設での宿泊者数 H19 ： 52 ,156人 H23 ： 60,000人 H22 ： 52,902人

越知町

佐川町

日高村

土佐市

37.越知町の総合的な観光推進と地場産品の

販売促進【越知町】

観光物産館おち駅の整備による、地場産品の販売促進と、

越知町の観光情報を発信する拠点づくり

越知町観光物産館おち駅オープン （H22.4.8）

・JA越知産市の売上拡大

30百万円（H21） → 56百万円（H22）

・雇用増（２名）

取組の内容

主な成果

23.売れる商品づくりによる

地産外商の推進【佐川町】

取組の内容

主な成果

・「さかわの地乳」の加工品開発 4品

・生乳の地元出荷量の増加

今後の方向性

生産者のプロモーション能力の向上、マーケティング

活動や商品開発への取り組み

今後の方向性

⇒糖度10度以上のトマト（ブ

ランド化）

・トレーサビリティシステム導

入による差別化

・市場単価の上昇（H19→H22）

726.1円/㎏ → 785.7円/㎏

等製造施設整備事業」、「仁淀川を活かした体験型観光強化事業」

・総合補助金ステップアップ事業の導入 ＜1件（「さかわの地乳による産業活性化事業」）＞

* 21年度、産業振興推進アドバイザーを導入し、22年度は事業化への取組みを支援、23年度に

は本格的な商品化を予定しており、23年4月の審査会に総合補助金を利用した事業を提案

・産業振興推進アドバイザー派遣 ＜16件＞

・観光分野 ＜調査の段階から着地型の旅行商品造成へと取組みが進展＞

* いの町や佐川町、日高村での街歩きのガイド付きツアーの実施

* ウォーキングのインストラクターの技術を核とした商品のデモを実施

* いの町と越知町がラフティングやカヌーの体験型メニューの造成を開始

・地域資源活用共有会議

* 地域の食観光をテーマに、B級グルメのメニューとしてご当地カレーの開発・検討

【広域観光の推進】

仁淀川地域観光協議会の設立（10月）、事業開始（11月～） ＜ふるさと雇用基金事業＞

* 流域全体の魅力を高め域外にアピールするため、地域全体の資源を活用した旅行商品の企画

や造成、旅行会社と連携、共通パンフレットや地図の作成等、広域的な情報の収集発信等を行う

<H22年度の主な活動>

・ネットワークシステムを通じた観光情報を発信するための人材育成事業の実施

・国の補助事業を活用した日帰りモデルパッケージツアーの実施

２．今後の方向性

・全38プランについて、実行支援チームによる支援や進捗管理を継続し、目標達成に向け取組む

・広域観光の推進について、各市町村ごとの観光メニューの組み合わせ及びブラッシュアップをはじ

め 隣接する高知市内 宿泊施設と 連携など観光商品と 具体的な造成 り組 地域

うるめのブランド化

売れる商品づくりによる

地産外商の推進

越知町の総合的な観光推進

と地場産品の販売促進

地産外商

地産外商

地元産品による売れる商品づくり

販売促進活動の充実

18.うるめのブランド化【土佐市】

宇佐うるめの加工品の開発、流通・

供給体制の確立、販路拡大

Ｈ21 H22

・ 売上高の増加 1,407千円 → 5,493千円

・ 原材料仕入れ量 2.3ｔ/年 →  6.2ｔ/年

商談会参加回数 回 回

取組の内容

主な成果

食品加工

30百万円（H21） → 56百万円（H22）

・雇用増（２名）

今後の方向性

観光、物産の情報発信の充実

今後の方向性

さかわの地乳」の加工品開発 4品

・生乳の地元出荷量の増加

全38プランに いて、実行支援チ ムによる支援や進捗管理を継続し、目標達成に向け取組む

・広域観光の推進について、各市町村ごとの観光メニューの組み合わせ及びブラッシュアップをはじ

め、隣接する高知市内の宿泊施設との連携など観光商品としての具体的な造成に取り組み、地域

観光商品としての販売に繋げる

「さかわの地乳」の加工品開発・商

品化の拡大への取組み

売 高 増加 , 千円 , 千円

・ 原材料仕入れ量 2.3ｔ/年 →  6.2ｔ/年

・ 商談会参加回数 3回 →   3回

今後の方向性

販路拡大・新商品開発への取組み


